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午前１０時００分 開議

○渡辺議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本日の会議に説明のため出席を求めた者の職氏名は、報告書のと

おり御了承願います。

なお、本日の議事日程は、配付しております日程書のとおり行い

たいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○渡辺議長 それでは、日程第１、市政一般に対する質問を行いま

す。

順次発言を許します。

初めに、森田議員。

〔森田議員質問席へ〕

○森田議員 おはようございます。会派新政自民の森田でございま

す。７月議会に引き続いて、トップバッターということで、いささ

か緊張しておりますけれども、しっかりと質問させていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

そうしますと、令和８年９月議会におきまして、大要３点の質問

をさせていただきたいと思います。当局の皆様におかれましては、

前向きな御答弁をよろしくお願いいたします。

それでは、早速、最初のテーマであります子どもの遊び場確保に

ついて伺ってまいります。

本件につきましては、令和７年の９月議会においても質問させて



いただきましたけれども、その際に伺った内容を踏まえまして、さ

らに深掘りした質問をさせていただきたいと思います。

近年、連日の猛暑や悪天候により、屋外の公園で子どもを安全に

遊ばせることが困難な状況が常態化していると感じております。天

候に 左右 されず に思 い 切り体 を動 かせ る屋内 の遊 び場の 確保 は子

どもの健やかな発達のみならず、保護者の育児ストレス軽減にとっ

ても急務の現代的課題であると認識しております。課題感について

は、昨年の質問の際にも認識を共有させていただいたかなというふ

うに思っておりまして、またその際に、ニーズ把握に関する質問に

対しては、多角的に具体的なニーズ把握を行い、その分析ができる

よう取り組んでいく旨の答弁をいただいたところです。

そこで、まず初めに、子どもの遊び場の確保について、どのよう

なニーズがあると把握しておられるのかをお伺いいたします。

○渡辺議長 塚田こども総本部長。

○塚田こども総本部長 ニーズの把握につきましては、本市のこど

も計画でございますよなごっこ未来計画策定時の調査ですとか、ま

んが図書館活用事業利用者に対するアンケート結果などから、猛暑

や雨 天時 でも天 候に 左 右され ずに 過ご せる屋 内の 遊び場 が求 めら

れていると把握をしております。そのほか、静かに読書ができる場

所や思い切り体を動かせる場所、安全で大人の見守りがある身近な

場所、無料、または安価で利用できる場所を求められていると把握

をしております。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 昨 年も ９ 月の議 会で 質問 させて いた だいて おり まし

て、今回も９月議会でということで、やはり特に夏場になるにつれ



て、この保護者さんから遊び場のお困り感の声をいただくことが多

いというようなことを私としては感じております。ですので、雨天

時だけでなく、暑さをしのぐことができるというような環境も求め

られているのではないかと思っております。あとは、それが安価に

ということで、民間さんもいろいろとあると思うんですけれども、

安価に利用したいというニーズもあるということでした。

本市も、ニーズや課題を把握しておられるとのことですので、そ

うい った 実態に 基づ い て各種 取組 をし ていた だい てると 認識 を持

っておりますけれども、子どもの遊び場の確保策について、現在の

取組内容をお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 塚田こども総本部長。

○塚田こども総本部長 取組内容といたしましては、既存の施設に

おきまして、より一層楽しく、便利に利用していただくために、児

童文化センターや子育て支援センターでの無料、または低額による

イベントの開催、市営プールの利用料減免などに取り組んでいると

ころでございます。

また、ニーズを踏まえまして、学校の長期休業期間に、親子で無

料で 利用 できる まん が 図書館 活用 事業 や公民 館等 を活用 した 子ど

もの居場所づくり事業など、民間と連携をした取組を進めていると

ころでございます。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 児童文化センターについては、今後、共創施設として

の整備ということもあると思いますので、そういった際には、子育

てさ れて る方々 のニ ー ズとい うも のも しっか りと 寄り添 って いた

だきながら、ニーズに即したような形で整備していただけるとよい



のではないかなというふうに思っておりますし、あと、子育て支援

センターについても、様々、議論もあったり、ニーズもあったりと

いうことですので、そちらのほうも、また今後の議論をしっかりと

聞かせていただきたいなというふうに思っております。

先ほど御答弁いただいたような各種取組、行っていただいてると

いうことですけれども、それが保護者や子どものニーズをどの程度

満たしていると考えておられるのかお伺いしたいと思います。

○渡辺議長 塚田こども総本部長。

○塚田こども総本部長 先ほど御答弁いたしましたとおり、ニーズ

を踏まえた取組を行っているところでございまして、保護者や子ど

もたちの多様なニーズに対しまして、一定程度寄与しているものと

考えております。

一方で、気候や社会環境の変化に伴いまして、求められる遊び場

はますます多様化しているところでございまして、そのニーズに対

して、いかに対応していくかが課題であると認識をしているところ

でございます。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 おっしゃるように気候の変化であったり、社会環境の

変化というものが、過ごし方であったり、あとは遊び方もですかね、

変え てき ている とい う ような こと なの かなと いう ふうに も思 って

おりまして、そういった背景もあって、このニーズというものが非

常に 多様 化して きて い るので はな いか なとい うふ うに考 えて おり

ます。

そこで、先ほど御答弁いただいたまんが図書館の活用事業につい

て、少し掘り下げてみたいというふうに思います。こちらの事業を



開始してから、今年度で３年目だというふうに思っておりますけれ

ども、こちらが始まる際には、パイロット事業として始めていくん

だと いう ような こと で 始まっ てい るも のであ ると 認識を 持っ てお

ります。ですので、今後の展開がどのようになっていくのかが非常

に気になっているところですので、質問させていただきたいと思い

ます。まんが図書館活用事業の今後の展開についてのお考えをお伺

いしておきたいと思います。

○渡辺議長 塚田こども総本部長。

○塚田こども総本部長 本事業は、多くの親子に利用されておりま

して、アンケートの結果からも好評をいただいているところでござ

います。子どもの遊び場の選択肢の一つとなっておりまして、親子

で漫画に親しみ、天候を気にせず、安心して過ごすことのできる場

所として一定の効果を得ているものと認識をしております。

今後につきましては、本事業を通じて得られたニーズを踏まえま

して、子どもの居場所、遊び場づくりを推進していく中で、今年度

の実施状況を検証いたしまして、事業の展開について検討してまい

りたいと考えております。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 事 業の 展 開につ いて 検討 してま いり たいと のこ とで

すので、それが長期休暇にとどまらず、もっと通年利用できるよう

にするのかであったり、民間施設さんとの連携先を増やしていくの

かであったり、あるいは全く異なるアプローチになってくるのかと

いうことは、ちょっとまだ方向性は分からないんですけれども、し

っかりと期待をさせていただいておりますので、そちらを注視して

まいりたいというふうに思います。



先ほどもありましたように、既存施設の利便性向上を進めていく

という方向性もあって、そちらも一定程度必要だと思いますし、理

解をするところではあるのですが、こういったニーズの変化という

ものが激しいといいますか、結構変わってくるものですし、非常に

多様化しているということを考慮しますと、この既存の施設の利便

性向 上だ けでは なか な かニー ズに 対応 するの も難 しい部 分が ある

のではないかなというふうに考えております。

また、この担当職員さんもおっしゃられておりましたけれども、

どこ まで 子ども の遊 び 場を公 で整 備し ていく のか という とこ ろも

慎重 な議 論が必 要な の ではな いか とい うふう には 感じて おり ます

ので、もう少し、この民間さんのお力を借りながら、何か一緒にし

たりとか、連携する余地があるのではないかなというふうに感じて

おります。

そこで伺います。現在の民間連携からもう一歩踏み込んで、より

一層 の民 間さん との 連 携につ いて 取り 組むべ きで はない かと 考え

ますが、御見解をお伺いいたします。

○渡辺議長 伊木市長。

○伊 木市 長 民 間と の 連携を より 一層 深めて とい うふう な御 質問

でございますが、特に今、先ほど本部長のほうからも答弁ございま

したけれども、ニーズが高いのは室内で遊べる場所、これは、雨の

日であったり、あるいは猛暑の日であったりということだと認識を

しておりますが、そうしたところで考えますと、やはり新たな建屋

を建 てて いくの かと い うのは 大き な決 断が要 るこ とにな りま すの

で、そこはなるべく民間がやってらっしゃるところに、いい形で共

有といいましょうか、コラボレーションできる形がより望ましいと、



そのように考えております。

したがいまして、これまでも、先ほどのまんが図書館の事例もそ

うですけれども、既にある民間の施設をうまく利用させてもらいな

がらこれを展開するということを今まで考えてきましたけれども、

今後、さらにそれを進めるに当たりましては、米子市としての財政

負担がどれだけできるかということも含めて、どういうやり方があ

るのか、これについては調査・研究していきたいと、そのように考

えております。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 個々の事業での連携ということにとどまらず、「いっ

しょにやらいや」もあったりしますので、そういった子どもの遊び

場確保という課題に対して、どういったアイデアが出るか、民間さ

んからどういった御意見、アイデアが出るかということも含めなが

ら、一緒に協力していただきながら、一歩進んだ民間との連携の形

について検討いただきたいというふうに思いますので、こちらはお

願いをしておきたいと思います。

続きまして、大要の２点目のほうに移ってまいります。障がいの

あるお子さんの通所支援について伺ってまいりたいと思います。

障がいのある子どもや発達に特性のある子どもに対し、早期に適

切な発達支援を行うことは、子どもの可能性を伸ばし、将来の二次

障がいを防ぐ上で極めて重要であると認識を持っております。しか

しながら、現場では、相談から実際のサービス利用に至るまでに期

間を要している状況もあるというふうに仄聞をしております。なる

べく早く支援につながる体制づくりが重要であると考え、今回、質

問として取り上げさせていただきました。



まず初めに、早期発達支援の重要性について、認識をお伺いして

おきたいと思います。

○渡辺議長 伊木市長。

○伊 木市 長 早 期発 達 支援の 重要 性と いうと ころ でござ いま すけ

れども、子どもの発達上の特性や、あるいは困り事を把握して、そ

して、個別支援を行うことで健やかな成長につながるものと考えて

おりますけれども、その中でやはり早い段階で発見をすることがで

きれば、より早く有効な手だてが取れるというふうに考えておりま

す。そのため、本市におきましては、年齢段階に応じた乳幼児健診、

これは１歳６か月児健診と、それから３歳児健診、それに加えまし

て、特性を早期に発見をし、そして、適切な対応及び就学に向けて

の準備につなげる５歳児健診、これを平成３０年度から先進的に行

って、発達上の課題を早期に発見をし、そして、早期に支援の必要

性を見極めるということに努めているところでございます。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 乳 幼児 健 診等で 早期 発見 にも取 り組 んでい ただ いて

るということだったかなと思いますので、そちらがしっかりとつな

がっていくとよいかなというふうに思っております。

幼少期からお子さんに合った適切なサポートを行うことは、日々

の困り事を和らげるだけでなく、将来の自立した生活スキルを育み、

御家族が安心して進むための土台となると考えております。また、

幼少期に適切な支援を提供しておくことは、成人期以降に必要とな

る福祉的、医療的な支援の度合いを軽減させる可能性があり、長期

的に は社 会全体 の将 来 世代の 負担 軽減 にもつ なが るとい うこ とも

言われております。そのようなことから、スムーズに支援につなが



る体 制を 整備す るこ と は非常 に意 義深 いこと であ ると認 識を 持っ

ております。

そこで伺いたいと思いますが、保護者からサービスの利用申請が

あってから、実際に利用に至るまでに平均してどれくらいの期間を

要しているのか、実態と内訳についてお伺いしたいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 担当す る相 談支 援専門 員の 調整に １か 月程

度、その後の相談支援専門員との面談、利用事業所との担当者会議

等を経まして、サービス利用開始までは２か月程度かかってござい

ます。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 大 体２ か 月くら いで サー ビスの 利用 ができ ると いう

ことで、これが長いと捉えるか短いと捉えるかというところは、少

しどうなのか分かりませんけれども、実際には、待っておられる方

もおられるという状況なのかなということで理解をいたしました。

そういった中で、私が懸念しているもう１点のところは、そうい

った療育であったり、相談支援にまだつながってない期間に、子ど

もや 保護 者さん が孤 立 してし まう ので はない かと いう点 を懸 念し

ております。支援のはざまにある御家庭へのきめ細やかなフォロー

や接 点を 持ち続 ける 仕 組みづ くり が極 めて重 要で はない かと 考え

ておりまして、療育や相談支援につながっていない待機期間中に、

市と して 子ども や保 護 者を孤 立さ せな いため のフ ォロー 体制 がど

のようになっているのかお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 担当す る相 談支 援専門 員が 決まる まで １か



月程度かかっている状況でございますので、待機期間中に相談先が

必要な場合は、障がい者支援課や基幹相談支援センターを御案内し

ておりまして、相談対応を行っております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 相談対応を行っていただいてるということで、恐らく

必要な場合は、保健師さんもフォローに入っていただいてるという

よう なこ ともあ るの で はない かな とい うふう に思 ってい ると ころ

はあるんですけれども、そういったまだつながっていない期間とい

うのは、御家庭にとっても不安が大きいと思いますし、あとは社会

的にも孤立しやすい、極めてデリケートな時期だというふうに認識

をしておりますので、そういった窓口を御案内するだけにとどまら

ず、必要に応じて、関係機関が連携して、アウトリーチを行うなど、

孤立 を防 ぐきめ 細や か なフォ ロー を引 き続き 実施 してい ただ きま

すように、こちらはお願いをしておきたいと思います。

続きまして、令和７年の６月議会においても、計画相談支援等に

ついて質問させていただいたところでありまして、その際には、相

談支援につながるまでに長い期間を要していたという実態を知り、

改善 して いただ くた め に聞か せて いた だいた とこ ろでは ある んで

すけれども、令和７年度にいろいろと取組をしていただいたという

ふうに伺っておりまして、そちら、現在も引き続き取り組んでいた

だいてるというふうには認識をしているんですけれども、それでど

のような状況になったのかということについて、実態を整理するた

めに伺いたいと思いますが、本市における計画相談支援の待機状況

について、改めてお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。



○足 立福 祉保健 部長 相談支 援専 門員 の調整 を待 ってい ただ いて

いる方につきましては、大人の方、児童の方を含めまして、令和７

年６月の時点では４０名弱でございましたけれども、改善されまし

て、令和８年８月末の時点では約１０名となってございます。以上

です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 待 機さ れ てる方 の数 が４ ０名弱 だっ たとこ ろが １０

名ということで、こちら、大幅に減少しているということで、取り

組ん でい ただい た成 果 が出て いる ので はない かな という ふう に感

じているところです。ただ、いまだ約１０名の方々が相談支援につ

なが る日 を待ち 望ん で いるの も事 実な のでは ない かと思 って おり

ます。この待機が早期に解消され、全員が迅速に必要なサービスを

受け るこ とがで きる よ うな体 制を 整備 いただ きた いとい うふ うに

考えますが、計画相談支援の待機解消に向けた今後の取組方針につ

いても伺っておきたいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 障がい があ る方 が円滑 に障 がい福 祉サ ービ

スを利用できる環境を整備するために、相談支援専門員を新規、ま

たは追加で配置をした事業者に対しまして、人件費を補助いたしま

す米 子市 障がい 福祉 サ ービス 利用 コー ディネ ート 機能強 化事 業を

実施しておるところでございます。令和７年度に実施をいたしまし

た相談支援事業所へのヒアリングでの意見を受けまして、補助制度

をより活用しやすいよう見直しを行ったところでございます。その

結果、令和７年度に相談支援専門員の増員を行った事業所が２件ご

ざいまして、８年度も既に２件の申請をいただいてることから、補



助制度が有効に活用されているものと考えております。引き続き活

用しやすい補助制度となりますよう、検討、協議を進めるとともに、

事業所の協力を得ながら、計画相談支援の提供体制の充実に努めて

まいりたいというふうに考えております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 相 談支 援 専門員 の方 の人 材不足 とい うこと がこ れま

でも課題としてあった中で、補助制度をより活用しやすいように見

直していただいて、それが結果につながっているということで、非

常にいい取組なのではないかなというふうに思っております。でき

れば、この１か月ということの待ち期間もなるべく随時受け付けし

て、即座に必要な支援へつなぐということにつなげていただけるよ

うに、待機そのものがなくなっていくというようなところで、ほか

の方法等もあると思いますので、そういったものを組み合わせなが

ら、トータルでそういった待機をつくらないような体制づくりをし

っかりと考えていただきたいと思います。

今後の対応についてというところで、こちらの受皿について、今

度は質問をさせていただきたいと思いますが、市内における現在の

事業所数及び定員数は、ニーズに対して充足しているのか、不足し

ているのか、現在の受皿の状況についてお伺いしておきたいと思い

ます。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足立福祉保健部長 市内には、令和７年度末時点で、児童発達支

援が１６事業所ございまして、利用定員は２７０人となってござい

ます。放課後等デイサービスが２７事業所で、利用定員が３４７人

でございます。８月末時点では、利用定員数はほぼ満たしている状



況でございます。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 利 用定 員 数をほ ぼ満 たし ている 状況 である とい うこ

とで、受皿として決して余裕があるわけではない状況であるという

ふうに受け止めさせていただきました。希望する通所サービスが受

けられなくなるような事態を未然に防ぐため、実質的な稼働状況に

ついては、今後も精緻に把握していただきますようにお願いをして

おきたいと思います。

そして、中長期的なサービス基盤を整備する上でも、今後の見通

しを立てておくことが非常に重要だと考えておりまして、今後数年

間で 支援 を必要 とす る 児童数 がど のよ うに推 移す ると見 込ん でお

られるのかお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 児童の 通所 サー ビスの 利用 者数に つき まし

ては、ここ数年増加してきておりまして、今後も増加傾向が続いて

いくものと考えております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 今 後も 増 加傾向 にな って いくの では ないか なと いう

ことで、目先の受皿の確保というものもそうですし、将来的に成人

期の 障が い者の 福祉 サ ービス 全体 の需 要の増 加に も直結 する ので

はないかなというふうに思っておりまして、中長期的な課題でもあ

るというふうに認識を持っております。

今 後も サービ スの 利 用を必 要と され る児童 数が 増えて いく こと

が見込まれる中、将来にわたってサービスの受皿をどのように確保

していくのかという点は、福祉政策における大きな懸念材料である



と捉えておりますが、このテーマの最後に受皿確保に向けた今後の

取組についてお伺いしたいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 児童の 通所 サー ビスの 新規 利用者 に支 障が

出ないように、支援の質を確保しつつ、児童の通所サービスを提供

する事業所と連携をいたしまして、サービス提供体制の充実に向け

て取り組んでまいりたいというふうに考えております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 増 加す る ニーズ をし っか りと受 け止 めてい ただ くた

めにも、今後の事業所の誘致や定員の確保など、計画的なアプロー

チを進めていただきたいと思いますし、あとは、先ほどもあったよ

うに、計画相談支援の体制についてもしっかりと整備していただき

たいと思いますので、こちらを改めて要望をして、この項の質問を

終わりたいと思います。

そういたしますと、最後、大要の３点目について質問させていた

だきたいと思います。

現在、工事中の米子アリーナの整備に伴い、県立の米子産業体育

館、市営武道館、米子市民体育館を統廃合する方針の下、産業体育

館は 将来 的に用 途廃 止 される 前提 で進 んでい ると いうこ とは 認識

をしております。しかし、市民の皆様からは、今後どうなっていく

のかと心配する声が寄せられており、全体像がなかなか見えにくい

印象がありまして、質問をさせていただきたいと思います。

まず初めに、鳥取県立米子産業体育館の廃止条件とタイムスケジ

ュールについて、現時点で確定している事項と、今後、市の意向等

によ って 変わり 得る 流 動的な 部分 がそ れぞれ どこ にある と認 識を



しておられるのかお伺いをいたします。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 現在、新築工事を進めております米子アリー

ナにつきましては、鳥取県立米子産業体育館、米子市民体育館、米

子市営武道館の３館を統廃合して、整備するものでございまして、

整備の財源といたしましては、公共施設を集約化する際に活用する

ことができます有利な起債を活用することとしております。

この有利な起債の活用に当たりましては、統合後の施設の供用開

始か ら１ ０年以 内に 統 合前の 施設 を廃 止する こと が条件 とさ れて

おりますことから、米子アリーナを供用開始してから１０年以内に

米子産業体育館を廃止する必要がございます。

また、施設を所有しておられます鳥取県からは、米子アリーナの

開館に合わせて、米子産業体育館を閉館する方針であるというふう

に伺っておりまして、閉館時期につきまして、市の意向により変わ

り得るものではないというふうに認識をしております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 有利な財源を確保するための要件として、供用開始か

ら１０年以内の廃止が必要であるという枠組み、また県の方針とし

て、アリーナ開館に合わせた閉館の方針であるということで、有利

な起債を活用するための条件、１０年以内ということで、猶予もあ

りますので、アリーナの開館に合わせてということではなくて、も

う少 し猶 予を持 たせ て もいい ので はな いかと 個人 的には 思う とこ

ろではありますけれども、県の方針ということですので、そちらは

理解、答弁としては理解をさせていただきました。

本施設は、県立の施設ではあるものの、長年、米子市民に深く親



しまれてきた活動拠点であると認識をしております。そこで、どの

ような用途でどの程度利用されているのか、把握している内容につ

いてお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 米子産業体育館の利用状況につきましては、

各種スポーツ競技の大会ですとか日常の練習のほか、企業の展示会、

地域イベント、中学校の部活動及び行事など、多岐にわたる用途で

利用されているというふうに伺っております。

なお、会議室やフィットネスルームを含めた施設全体の延べ利用

人数といたしましては、令和５年度が約１３万 4,０００人、令和６

年度が約１３万 1,０００人、令和７年度が約１３万 9,０００人とな

っております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 年間約１３万人から１４万人もの方々が、多岐にわた

る用 途で 広く利 用さ れ ている とい うこ とだっ たか なと思 いま すけ

れども、これほど多くの方々が多角的に利用されている現状を踏ま

えまして、鳥取県立米子産業体育館の廃止による利用者への影響に

ついて、認識をお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 米子産業体育館の廃止後につきましては、利

用の受皿といたしまして、米子アリーナを活用していただくことを

想定しております。米子アリーナにつきましては、施設規模が米子

産業体育館より一回り大きなものとなりますことから、利用者への

影響はほぼないというふうに考えておりますが、米子産業体育館を

最寄 りの 施設と して 利 用して おら れま す近隣 住民 の方に とり まし



ては、ほかの施設を利用していただくことになりますので、移動に

時間 がか かるな どの 御 不便を おか けす ること もあ るので はな いか

というふうに考えております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 基 本的 に は新設 され る米 子アリ ーナ のほう へと いう

ことで、そういった方針で米子アリーナを進めておりますので、そ

こは理解はするところではあるものの、利用現場の事情はそこまで

単純ではないのかなというふうに思っておりまして、部活動という

ことも先ほどありましたけれども、恐らく日常的な利用ではないか

なというふうに思っておりますし、そのほか、競技の大会等にも使

われているということで、この急に場所が使えなくなるということ

は死活問題なのではないかなというふうに考えております。

加えて、なかなか来年度のスケジュールを立てることができない

というようなお困りの声もいただいておりまして、そういった活動

場所を失う可能性がある利用団体に対して、どのような受皿や代替

措置を想定、あるいは調整しておられるのかをお伺いしたいと思い

ます。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成 田文 化観光 局長 米子ア リー ナが 利用者 の受 皿とな り得 ます

ことから、活動場所を失う利用者というのはほぼおられないのでは

ないかというふうに考えてはおりますが、米子アリーナ以外の施設

利用を希望される利用者の方に対しましては、ほかの体育館など、

既存 の公 共施設 の利 用 を促し てま いり たいと いう ふうに 考え てお

ります。以上です。

○渡辺議長 森田議員。



○森田議員 アリーナであったり、既存の施設ということですが、

部活動というと多分、恐らく近隣の学校さんが使っておられる状況

かなというふうに思っておりますけれども、なかなかそういった日

常的 な部 活動の 場を ほ かの遠 いと ころ に移し てい くとい うと ころ

は、少し難しい部分もあるのではないかなというふうに思っており

ますので、こちらの部活動に限っては、関係の部署ともしっかりと

協議なり、意見交換なり、現状把握等はしていただきたいなという

ふうに思っております。

こ の現 在の鳥 取県 立 の米子 産業 体育 館の指 定管 理期間 が今 年度

末で ある 令和９ 年３ 月 ３１日 まで とい うふう に認 識をし てお りま

すが、アリーナの供用開始予定は令和９年９月だというふうに認識

をしております。そこまでに数か月の空白期間が生じますけれども、

この令和９年４月以降の施設の運営や市民の利用について、現時点

で何か決定している事項を把握しておられれば、お伺いしたいと思

います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成 田文 化観光 局長 鳥取県 にお ける 米子産 業体 育館の 指定 管理

期間につきましては、令和８年度末までとなっておりまして、令和

９年４月以降の施設の運営などにつきまして、現時点において決定

していることはないというふうに伺っております。

しかしながら、米子アリーナの供用開始までには期間が空くこと

となりまして、その間の施設の使用につきまして、競技団体から県

及び市に対しまして要望をいただいておりますことから、令和９年

４月以降の米子産業体育館の稼働延長につきましては、現在、県と

協議をしているところでございます。以上です。



○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 最初の質問の答弁でもありましたように、アリーナの

供用 開始 から１ ０年 以 内の廃 止と いう ものが 条件 だとい うふ うに

認識をしておりますので、最低でも、このアリーナの稼働開始まで

は当 該施 設の稼 働延 長 をして いた だく という こと を県の ほう にも

強く要望していただきたいというふうに思っております。

令和２年２月の鳥取県議会の質問において、廃止される米子産業

体育館の効果的な有効活用に関する一般質問に対しまして、県側は、

例え ば令 和１５ 年の 国 体に向 けた 競技 団体の 練習 環境が なく なっ

てしまうことがないよう、産業体育館の活用について調整を図るこ

とも可能であるという旨の答弁をされていたと記憶しております。

ですので、新アリーナが稼働するからといって、長年、市民やアス

リートに親しまれてきた産業体育館を直ちに完全廃止、閉鎖するの

ではなく、こういった背景を踏まえて、令和１５年の国スポに向け

た競技力向上であったり、練習環境の維持、確保の観点というもの

は非常に重要であると認識を持っております。

そこで、令和１５年の国スポに向けた競技団体の練習環境確保に

ついて、本市の見解をお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成 田文 化観光 局長 国スポ に向 けま した練 習環 境につ きま して

は、県内全域の体育施設を御活用いただくことになろうかと思いま

すが、本市といたしましても、既存の体育施設のほか、新たに整備

いた しま す米子 アリ ー ナです とか 地域 拠点体 育館 を活用 して いた

だきたいというふうに考えております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。



○森田議員 既存の体育施設等ということですので、地域拠点体育

館も今後、どういった形で整備されるかは分かりませんけれども、

そう いっ たとこ ろを 使 ってい ただ きた いとい うこ とかな と思 いま

すが、先ほども申しましたように、県のほうでもそういった議論が

あるということも念頭に置きながら、この稼働延長の部分について

は協議をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。

そうしますと、跡地の利活用についても伺ってまいりたいと思い

ます。広大な敷地を国道沿いの一等地に有するということで、こち

らの 跡地 の活用 につ い ても非 常に 重要 なテー マで あると 認識 を持

っております。実際に、地元住民の方を中心に、今後の施設の利活

用、そもそもの方針ですとか、跡地の活用について関心が高いと感

じたことから、今回、質問として取り上げさせていただいているわ

けですけれども、県立の米子産業体育館が廃止となった後、どのよ

うに活用していくかは、米子市の将来のまちづくりについても極め

て重要であると考えております。

そこで、まず初めに、現時点においての鳥取県立米子産業体育館

の跡地活用について検討状況をお伺いしたいと思います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 米子産業体育館跡地利用につきましては、建

物及 び敷 地を所 有し て おられ ます 鳥取 県に確 認い たしま した とこ

ろ、米子アリーナの開館に合わせて、米子産業体育館は閉館し、売

却する方針であるということでございまして、今後、売却に向けて、

マー ケッ トサウ ンデ ィ ング調 査を 実施 される 予定 である とい うふ

うに伺っております。以上です。



○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 売却方針で、今後、マーケットサウンディング調査を

される予定であるという現状については分かりました。

続いて、この跡地の最適な活用方法を検討する前提として、その

土地 のポ テンシ ャル を 整理し てお きた いなと いう ふうに 思う んで

すけれども、当該敷地の用途地域の指定状況や周辺の都市計画道路

の状況などについてもお伺いしておきたいと思います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 米子産業体育館の敷地につきましては、国道

４３１号線の道路境界から５０メートルの区域が近隣商業地域、そ

れよ り南 側の区 域が 第 一種中 高層 住居 専用地 域に 指定を され てお

ります。また、敷地の北側は、都市計画道路横断道境港線として整

備済みでございまして、東側の道路は、都市計画道路皆生温泉環状

線として都市計画設定をされております。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 国 道４ ３ １号線 の道 路境 界から ５０ メート ルと いう

と、ざっくり建物の道路側半分くらいまでは近隣商業地域にかかっ

てくるのではないかなというふうに思いますし、そこより南側は、

第一種中高層住居専用地域ですかね、に指定されているということ

で、用途地域が混在しているものの、比較的自由度の高い開発が可

能なのではないかなというふうに理解をしております。さらに、都

市計画道路の整備が進むと、アクセスもよりよくなることで、より

一層 ポテ ンシャ ルの 高 い好立 地に なっ ていく ので はない かな とい

うふうに思っておりますが、これだけまとまった一等地というもの

が簡 単に 売却さ れる こ とには 慎重 にな るべき では ないか なと 思っ



ております。

また、これだけ大きな敷地の開発ですので、少なからず周辺にお

住まいの方の居住環境にも影響があるのではないでしょうか。です

ので、ここについてはより慎重に進めていただきたいというふうに

考えております。

本市は、アリーナの共同事業者であり、まさに立地自治体という

ことで、当事者でもあるというふうにも考えております。新体育館

の共同事業者であり、立地自治体でもある米子市が、跡地活用の方

向性を主導して描くべきと考えますが、市の役割認識についてお伺

いしたいと思います。

○渡辺議長 伊木市長。

○伊木市長 今、森田議員からは、その産業体育館の跡地利用につ

いては、慎重に審議、検討すべきだという御意見をいただきました

ので、これはしっかりと承って、そのような観点から、今後の議論

を我 々と しても しっ か りと進 めて いき たいと いう ふうに 思っ てお

ります。もちろん産業体育館は、これは、建物は、それから土地、

建物、県の所有物でもございますので、最終的な意思決定権限は県

にあるということは、これは論をまたないわけでございますけれど

も、しかしながら、我々も県民でもありますし、それで、地元住民

でもあるわけでございますので、その意思決定については、やはり

県全体にとってもいい意思決定になるように、この土地の利用につ

いては、我々としても重大な関心を持って見守っていきたいという

ふうに思っております。

産業体育館は、今は産業体育館ですけども、あの立地は、調べて

みますと、調べ切れなかったんですけども、もともと米子市立の米



子高校があったときの跡地なんですね。昭和４８年頃に法勝寺高校

と合併をして、県立の米子高校になって、移転をしてるわけですけ

れども、ずっとある意味、地域住民にとって親しみのある学びやで

あったり、そして、今は体育館であったりという場所であります。

今でこそ、４３１ができて、非常に利便性の高い、活用の可能性の

非常に大きな場所になっておりますけれども、であるからこそ、や

はりこの売却に対して、地域からどのような意見があるのかですと

か、あるいは今後、県が予定しておられるマーケットサウンディン

グ調査において、どのような活用の見込みがあるのかとか、その辺

りについては、しっかりと我々としても必要な意見について申し上

げていきたいというふうに思っております。

いずれにいたしましても、議員が言われるとおり、この跡地活用

につきましては、いい形で収まるように、地元としてもしっかりと

審議の過程を見守っていきたいと、そのように思っているとこでご

ざいます。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 おっしゃられるように、県の所有ということも重々承

知をしておりますが、先ほども御答弁いただきましたように、影響

を受けるのは米子市民の方でもあるということで、より一層、一歩

踏み込んだ姿勢で協議に当たっていただきたいなと思います。

繰り返しになりますけれども、このように大きい、かつまとまっ

た土地であることであったり、立地条件もいい、住宅に隣接してい

ることなどを踏まえますと、この跡地活用の在り方については、拙

速に答えを出すのではなく、本市が県とともにじっくりと検討して

いく体制を整えていく必要があると考えますが、この基本的な方向



性について、本市としての考え方をお伺いしたいと思います。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 米子アリーナの整備ですとか、米子産業体育

館の跡地活用に関することにつきましては、県・市のスポーツ部門

及び資産活用部門におきまして、必要に応じて、事務レベルでの協

議を行っているところでございます。今後も県と連携を密にしなが

ら、協議、検討を進めてまいりたいというふうに考えております。

以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森 田議 員 現 在は 必 要に応 じた 事務 レベル の協 議とい うこ とで

すので、この跡地は、中長期的なまちづくりにおける一級の素材で

もあるというふうに考えておりますし、また、こういった土地、大

きい土地を一度手放してしまうと、将来的に、例えば行政で何かや

ろうと思って、土地を確保しようと思った際に、なかなかまとまっ

た土 地を 確保す ると い うこと も難 しい という ふう にも思 って おり

ます。

今回は体育施設ということで、スポーツ振興課さんに答弁書も作

成いただいているわけですけれども、そういった観点にとどまらず、

米子市のまちづくり全体として、どうあるべきかという観点でしっ

かりと県に対しても必要なことは求めていただきたいと思います。

今後、どのような形、施設で利活用されるにしても、周辺道路の

交通量変化であったり、生活環境など、周辺住民の皆様には少なか

らず影響が生じることが想定されます。どのような事業者が進出し、

どのような施設が整備されるとしても、地域社会と完全に孤立して

運営することは不可能だというふうに考えております。ですので、



協議検討に当たっては、市民の暮らしや地域コミュニティを守る観

点からも、周辺自治会や住民の皆様の意向把握を行いながら進めて

いただきたいと思いますが、改めて、御見解をお伺いいたします。

○渡辺議長 成田文化観光局長。

○成田文化観光局長 米子産業体育館につきましては、住宅地に隣

接をしておりますことから、今後の跡地活用の方向性ですとか、敷

地の用途につきまして、周辺住民の皆様も関心を持っておられると

いうふうに認識をしております。

今後の協議、検討に当たりましては、市といたしましても、地域

の住環境などに配慮された活用となりますよう、県に対しまして必

要な 情報 提供な どを 行 ってま いり たい という ふう に考え てお りま

す。

また、地域住民の皆様の不安の解消ですとか、安心感につながり

ますよう、周辺自治会ですとか、住民の皆様に対しましても、必要

に応 じて 情報提 供な ど を行っ てま いり たいと いう ふうに 考え てお

ります。以上です。

○渡辺議長 森田議員。

○森田議員 市としても、地域の住環境などに配慮された活用とな

るようということでしたので、そこの認識については共有させてい

ただくことができたかなというふうに思います。いずれにいたしま

しても、非常に大きな開発ということになりますので、早い段階か

ら地元の意見であったり、懸念点を把握しておくことが将来的なト

ラブルを防いだり、地域からの協力や良好な関係性を築く上でも非

常に重要だと思います。

行政が持つ土地をどのように活用していくかという話ですので、



本市 から も県に 対し て 言うべ きこ とは 言って いた だきた いと いう

ふうに思いますし、ぜひ地元の方々の意向も調査していただきなが

ら、協議、検討に当たっていただきますように強く要望をいたしま

して、質問を終わりたいと思います。


